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資料１

現状評価と課題の整理について 
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１． 現時点での調査・検討事項と今後の調査について 
 

 ＲＤ処分場問題における現時点での汚染状況及び検討事項と今後の調査項目（案）を表1-1に示す。 

 

表1-1(1) 現時点の調査・検討事項と今後の調査 

現時点での調査結果から確認・推定される事項 専門部会での検討事項（赤色文字は第２回委員会で挙げられた検討事項） 専門部会での検討結果 今後の調査項目(案）

・ヒ素、鉛、ホウ素、フッ素、総水銀、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞ
ﾝｾﾞﾝ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等が検出されている。

→地下水の測定方法は、基本的に全量分析とろ過後分析
ともに行うこととする。浸透水についても同様に行うこととす
る。

→評価基準は既往とおりで問題ない。また、経時的な傾向
により評価する必要があるので平均値だけでなく最大値も
示す必要がある。

・検出されている有害物質の中でヒ素、鉛、ホウ素、フッ素、
総水銀、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、CODは安定型最終処分場
の浸透水基準を超過している。

→処分場内は、廃棄物処理法*に定める基準で行い、処分
場周辺及び処分場の底部以深にある在来の地盤・地下水
環境は環境基準等、関係法令に定める基準で評価すること
を確認した。

→原因としては、「降水の有無」、「測定精度」、「二次汚染」
が考えられる。
→これら原因の他に、ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝのように今後も
増加するおそれがあるものもあり、長期的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞが必要
である。

・ヒ素、フッ素は、処分場周辺で検出される他に市No.1地点
のKs0層からも検出されている。検出される濃度的にも低く、
概ね一定した濃度を示している。

・Ks2層からｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ等自然界に存在し
ない物質が検出され、これらは処分場の影響と考えられる。

・ヒ素、フッ素は、花崗岩等に含まれており県内でも地下水から広く検出されている。市
No.1では層厚40mの粘性土層下位のKs0層からも検出されることから自然由来の可能性
について検討した。

→自然由来の可能性はあると思われるが、処分場下流側に
ついては自然由来と処分場由来どちらの可能性もあり、そ
の判断は難しい。

→自然由来を明らかにするためには論理的に難しいものが
あり、処分場周辺の広い範囲で確認する必要がある。

・文献資料整理
・既往調査結果整理

・県No.3の電気伝導率は低いが有害物質が検出される。
・しかし近接する市事前No.2、市事前No.7は電気伝導率が
高く有害物質も検出されるため処分場の影響が考えられる。

・処分場下流側の県No.1、県No.9、市No.2、No.8、No.10、
事前No.2は電気伝導率が高く、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞ
ﾝ等も検出されるため、処分場の影響を受けている可能性が
高い。

・ホウ素は処分場内の浸透水等で数多く検出されており、処
分場由来の可能性がある。

・処分場に埋め立てられた廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類からﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙAが
溶出している可能性がある。

・県のﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の地下水調査結果ではすべての地点で汚染は確認されておらず、
95%信頼度で汚染の無い地下水の濃度範囲を求めると上限値は0.2pg-TEQ/Lと算出さ
れた。また、毒性換算上の取扱いから、実測濃度が検出されない場合も、毒性換算濃度
は不検出とならないことから、低濃度で検出されるﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の取扱いについて検討し
た。

・県No.3観測井の状況について、電気伝導率が低いのに有害物質が複数検出されるこ
と、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類がSSに起因する可能性、2つの帯水層（Ks1+Ks2）の水を採水しているこ
とについて検討した。

・県No.2観測井の状況について、地下水流向の上流側に位置しているがヒ素等有害物
質が検出されている。それが処分場の影響であるかどうかについて検討した。

・処分場内での各帯水層（Ks1層、Ks2層）の地下水流向が把握できていない。

→0.2pg-TEQ/Lでの整理は、定量下限と毒性換算上の取
扱いから、妥当と考えられる。

→現況の県No.3は２つの帯水層から採水しており、観測井
が構造的に不適切であり、新たに設置しなおした上、測定
及び評価を行うことが適当。ボーリング孔を利用した地下水
流向調査を行う。

→観測井のｽｸﾘｰﾝ上部と下部では電気伝導率が異なり、下
部の方が電気伝導率は高くなる傾向があり、構造的に不適
切。また、地下水流向についてもきちんと評価する必要があ
る。

・新規ボーリング調査
　（Ks1、Ks2層）
　φ146～66mm、L=13～41m

・水質分析（全量及びろ液による）

・地下水流向測定、水位の一斉測水
　（Ks1層,Ks2層）

・ヒ素、鉛は検出濃度が高い時にSSも高い傾向が見られる。 ・SSと重金属類の濃度に明確な関係があるのか不明である。 →地下水の測定方法は、基本的に全量分析とろ過後分析
ともに行うこととする。

・処分場北西側の市No.3、市No.7は総水銀が検出されてい
るが、ろ過後のろ液では市No.3のみ検出される。

・水銀の検出状況について、市No.3,市No.7,県No.3,市事前No.2、市事前No.7で水銀が
検出されているが、処分場の影響なのかどうかについて検討した。

→ﾍｷｻﾀﾞｲﾔｸﾞﾗﾑから処分場の影響は否定できない。

・Ks1層単独の水質が確認出来ていない。

・汚染されている帯水層について、Ks2層及びKs1層の地下水汚染の有無（浸透水の影
響を受けているのか）と地下水流向について検討した。

→Ks2層は汚染されていると判断されるが、Ks1層は不明で
ある。今後Ks1層のみを対象とする水質測定と有害物質の
確認が必要。また、Ks2層は廃棄物層に直接、接している可
能性があり、難透水層の有無と地下水流向を把握するため
の調査が必要である。
→Ks0層については、汚染されていない地層として判断でき
るので、今後調査対象から外してよい。

・水質分析(Ks1層のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ）

＊）廃棄物処理法：「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和45年　法律第137号）

対象

地下水

水

・浸透水の水質分析
（全量及びろ液による測定を併せて実施）

廃棄物中
の浸透水

・地下水と浸透水の測定方法（全量分析とろ過後分析）について、今後どちらの方法が
妥当か検討した。

・地下水と浸透水の評価方法（採用する基準値）について、地下水（周縁地下水）は安
定型最終処分場の｢周縁地下水基準｣で、浸透水は｢同浸透水基準｣で評価してきた。い
ずれの基準もフッ素とホウ素は対象外であったので地下水環境基準で評価してきたが、
今後の評価基準について評価した。

・地下水と浸透水から確認される有害物質の検出状況について、定常的に検出される
物質と時々検出される物質があり、その原因について検討した。

・水質分析（全量及びろ液による）
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表1-1(2) 現時点の調査・検討事項と今後の調査 

現時点での調査結果から確認・推定される事項 専門部会での検討事項（赤色文字は第２回委員会で挙げられた検討事項） 専門部会での検討結果 今後の調査項目(案）

・帯水層（砂層）は４層（下位よりKs0層～Ks3層)が確認され
ている。

・各帯水層（Ks1層～Ks3層）の連続性が確定できていないことを検討した。
→ボーリング調査により地層の連続性を確認することで問
題ないが、調査位置は検討する必要がある。
　特に、処分場の中央付近と工業技術ｾﾝﾀｰ側の崖付近で
の調査は必要と思われる。
　概ね、提案されている内容で問題ない。

・既往ボーリング調査の再検討
（コア試料の確認）

・火山灰層は既往のﾎﾞｰﾘﾝｸﾞで5地点（県No.2孔,県No.3孔,
県No.4孔,市No.1孔,市No.9孔）で確認されている。

→事務局案の科学的に証明するために火山灰分析を行う
ことで問題ない。

・新規ボーリング調査
　φ146～66mm、L=27～48m

・地層は北西方向に緩やかに傾斜（2～10°）する。 ・コア試料の火山灰分析、微化石分析

・室内透水試験
・物理試験(粒度､含水､土粒子の密度)

硫化水素

・県・市が現在行っている処分場周縁の継続監視測定では
検出されていない
・硫化水素の発生機構は、有機物を利用して、嫌気性微生
物が石膏ﾎﾞｰﾄﾞ中の硫酸ｲｵﾝを硫化水素に変えていると考え
られている。

・地中温度が現在(H18.3）も高く、埋立地内では硫化水素の生成が継続している可能性
があり、早急に対策などの措置を講じる必要性を検討した。

→廃棄物層内部で硫化水素等を生成していても、現時点
において周辺環境等への支障は生じていない。このため、
早急に対策等の措置を講じる必要性は無いと判断する。

・平成12年に処分場及びその周辺で臭気（硫化水素、ﾒﾁﾙﾒ
ﾙｶﾌﾟﾀﾝ、硫化ｼﾞﾒﾁﾙ、二硫化ｼﾞﾒﾁﾙ、ｱﾝﾓﾆｱ、ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ、
ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ)を測定したが、硫化水素以外は検出されな
かった。現状では、臭気に異常はない。

・廃棄物層内のガス中に150種類の有害物質等の存在を確
認している。
・栗東市が行った処分場周辺のガス調査では、VOCｓによる
周辺への影響は認められていない。

・地中温度と硫化水素の測定結果から、VOCｓも嫌気性分解が進行している可能性が考
えられ、早急に対策等の措置を講じる必要性を検討した。

→将来的に安定化への状況を知るうえで、処分場内の現
況を把握する必要がある。ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔を利用してVOCs他、
硫化水素、ﾒﾀﾝ、二酸化炭素、酸素等についても測定する
必要がある。

・改善命令により処分場の地形改変が行われた。
・改善命令と掘削調査で確認された廃棄物は廃プラ、コンク
リート片、陶磁器くずなどで安定品目以外の廃棄物は認めら
れなかった。

・改変後の現況地形が不明である。

・実際に埋立られた廃棄物の量や性状が確定されていない未調査区域を中心に廃棄物
調査を実施する必要性について検討した。

・測量により現況地形を把握する必要がある。

→廃棄物調査は必要である。調査方法・内容については、
別途事務局で検討すること。

①溶出試験結果－フッ素、ホウ素が土壌環境基準超
②含有試験－鉛、ダイオキシン類が土壌環境基準超

・特定有害産業廃棄物に該当するものは確認されていな
い。

違法埋立
廃 棄 物

・西側平坦部でドラム缶等の違法廃棄物を確認する。

・他の区域でも違法廃棄物が存在する可能性はないか。
・西側平坦地の油分はノルマルヘキサン抽出で必ずしも、「油」を定量している結果でな
い可能性があり、測定方法を検討する必要がある。
・西側平坦地の掘削土埋戻し範囲の汚染分布を確定する必要がある。

・深度方向調査
・油臭、油膜の調査（官能法）
・TPH試験（IR法）
・土壌分析(溶出量、含有量）

・処分場内に２つの焼却炉（南側焼却炉、東側焼却炉）があ
り、炉内の壁などに煤塵等が残留している。

・焼却炉に起因する生活環境保全上の支障について検討した。
→焼却炉内に残っている焼却灰は撤去し、処分したとのことだが、ﾋﾟｯﾄ内に雨水が溜
まっている。逆説的には地下浸透などの可能性は低いと考えられるが部会意見としては
保留したい。
→焼却炉の老朽化による倒壊が心配である。

・焼却炉内に残留している煤塵等を対象にしたﾀﾞｲｵｷｼﾝ類
の測定が必要である。

・焼却炉施設の状況調査

･ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類分析

地質 地質構造

・火山灰層が同一のものか確認されていないため、地層の層序が確定されていないこと
を検討した。

・難透水層としての各粘土層の連続性と遮水性について把握できていないことを検討し
た。

・平板測量、横断測量、縦断測量

・新規ボーリング調査
　φ86mm、L=25～30m
・廃棄物土溶出量試験
・廃棄物土含有量試験
・孔内温度測定

→各粘土層(Kc3層、Kc2層、Kc1層)の透水係数を把握する
必要がある。透水試験は、原位置試験または室内試験でも
ｵｰﾀﾞｰで評価するので室内試験で実施することでも差し支
えない。

対象

焼却炉

その他の
ガス

ガス

廃棄
物

・ボーリング孔を利用した孔内ガス調査
(測定対象物質：ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ､ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､
硫化水素、ﾒﾀﾝ、ｱﾝﾓﾆｱ、二酸化炭素、
酸素)

・孔内温度測定

種類・性状

・廃棄物の性状（有害物質）と浸透水の水質との関係が把握できていない。
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経堂池上流 処分場経堂池下流 

A′（市№5） 

検出：ﾌｯ素、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 

（市№3） 

超過：総水銀、ﾌｯ素 

検出：ﾎｳ素、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、 

ｼｽ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 
（市№8） 

検出：ﾋ素、ﾎｳ素、 

    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｼｽ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ

（市№7） 

超過：総水銀、ﾎｳ素 

検出：ﾌｯ素、ﾃﾄﾗｸﾛﾛ、 

    ｼｽ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 

（市№2） 

超過：ﾋ素、ﾌｯ素、ﾎｳ素、COD 

検出：ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 
（市№4） 

検出：ﾋ素、ﾌｯ素 

（県№1） 

超過：ﾌｯ素、ﾎｳ素、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、ｼｽ 

検出：ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、ﾋ素、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

＜処分場南東＞(県 No.2､県 No.4、市 No.6) 

超過：ﾋ素(県 No.2、県 No.4) 

検出：鉛(県 No.2)、ﾌｯ素(県 No.2、県 No.4)、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 

＜処分場南西＞(県 No.3,市 No.9､市事前 No.2､市事前 No.7) 

超過：ﾋ素、総水銀、鉛、ﾌｯ素、ﾎｳ素、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、COD

検出：ｶﾄﾞﾐｳﾑ、ｼｽ 

＜処分場内（浸透水）＞ 

超過：ﾋ素、鉛、ﾌｯ素、ﾎｳ素、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、COD

検出：ｼｽ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 
（市№1） 

超過：ﾋ素、ﾌｯ素

検出：ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 

A 

①
② 

④

③

廃棄物直下の粘土層（Kc3 層）の連続性と遮水性が不明

Ks2 

Ks3 Kc3 

沖積層 

Kc2 

Kc0

火山灰

Kc2

Kc3

Ks0

Kc4 
Ks1

廃棄物

硫化水素及びその他のガス 

処分場南東 

処分場

南西 

経堂池下流 

経堂池上流 

処分場 

断面位置 

A 

A’ 

 
 

②Ks1 層の地下水 ；浸透水が Ks1 層へ流入しているか不明である。 

・Ks2 層と Ks1 層を隔てる Kc2 の連続性が不明であり、確認する必要があ

る。 

・Kc3 層の連続性と Ks2 層の地下水流向によっては、Ks1 層が汚染されてい

る可能性があり、その汚染の有無は確認する必要がある。 

③有害物質の自然由来の可能性 
・ヒ素、ﾌｯ素は自然的原因である可能性が考えられるが、処分場由来の可

能性もあり、周辺事例を整理して検討する必要がある。 

①Ks2 層の地下水 ；浸透水が Ks2 層へ流入し汚染されている。 

・Ks2 層は直接廃棄物層に接している可能性があるため、廃棄物層中の浸透

水は Ks2 層へ直接浸透しているおそれがあるが、これは確認できていな

い。 

・処分場直下の Ks2 層の地下水質と地下水の流向を併せて確認する必要が

ある。 

【調査事項】地下水の流向 
・各帯水層の連続性を確認する。 

 （ボーリング調査） 

・処分場全域での各帯水層の地下水流向を確

認する。 

 （地下水流向測定、水頭試験） 

【調査事項】自然由来の可能性 
・文献、資料による事例検討を行う。 

・処分場の影響範囲外でボーリング孔を利用

した地下水の水質分析を行う。 

 （バックグランドの把握） 

【調査事項】粘土層の遮水性 
・各粘性土層の連続性と遮水性の確認を行う。

（ボーリング調査、室内透水試験） 

調査項目(案) 
■現時点で確認されている事項 
 

廃棄物層の浸透水から有害物質が検出されている。 

 

Ks2 層より有害物質が検出されている。 
 

■地下水汚染原因・汚染機構の検討事項 

図 1-1 地下水に関する調査結果と今後の調査項目(案) 

④Ks0 層の評価について 
・Ks0 層の上位には厚さ 40m の粘性土が分布し、処分場由来の汚染はない地

層として判断できる。 

・したがって、Ks0 層は今後の調査対象から除くものとする。 

【調査事項】地下水の水質 
・Ks2,Ks1 層の水質モニタリングを行う。 

 （水質分析） 

 地下水に関する調査結果と今後の調査項目(案) 

Ａ－Ａ’断面線位置図 
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Ks2 

Ks3 Kc3 

廃棄物

沖積層 

A A′

Kc2 

Kc0

火山灰

Kc2

Kc3 

Ks0

Kc4 

処分場内の火山灰層の分布が不明

また同一のものか確認されてない 各帯水層の連続性が不明 

全体の地質構造  

○ 各帯水層の連続性が確定できていない。 

 

○ 火山灰層が同一のものか確認されていないため、地層の

層序が確定されていない。 

 

○ 難透水層としての各粘土層の連続性と遮水性について把

握できていない。 

 
【調査事項】基本となる地質構造 
○ 処分場全体の地質構造の検証 

・既往のボーリング位置を考慮し、新規のボーリング位置

を選定する。 

・火山灰を鍵層とした層序、地質構造を組立てる。 

図 1-2 地質構造に関する調査結果と今後の調査項目(案) 

■現時点で確認されている事項 
帯水層（砂層）は４層（下位よりＫｓ０～Ks3）存在している。 

火山灰層を挟在している。 

 ・既往ボーリングでは Kc0 層の上部に火山灰層、又は凝灰質シルトが存在する地  

  質が５地点（栗東市、滋賀県実施分）ある。 

地層は緩やかに北西方向に傾斜（２～10°）している。 

調査項目(案) ■現在の推定地質断面における検討事項 

【調査事項】帯水層の連続性 
○ 統一的な地層区分と地層の連続性の検証 

・コア観察を行い、必要に応じて火山灰分析や微化石分

析、粒度分析などを行う。 

（ボーリング調査、火山灰分析、微化石分析等） 

各粘土層の連続性と遮水性が不明 

【調査事項】粘土層の遮水性 
・各粘性土層の連続性と遮水性を確認する。 

 （ボーリング調査、室内透水試験） 

Ks1

処分場南東 

処分場

南西 

経堂池下流 

経堂池上流 

処分場 

断面位置 

A 

A’ 

地層傾斜方向 

北西方向 

Ａ－Ａ’断面線位置図 

地質構造に関する調査結果と今後の調査項目(案) 

 

 
経堂池上流 処分場経堂池下流 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


